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冷害年における水稲への窒素多用は,出 穂運延による登熟

障害やいもち病の多発だけでなく,障害不稔を多発して被害

を拡大することが一般的に知られており,こ のため窒素施用

量をひかえることが,冷害対策技術の基本とされている。

しかし,止葉期以後であれば窒素追肥は安定多収をもた

らすとの報告もあり
1),窒

素多用と障害不稔増加との関係

については充分に明らかにされたとは言えない。

1980年 の稲作期間における異常冷温により,宮城県古川

農試の水稲育種過程における生産力検定試験圃場でも,早

生から晩生まではとんどすべての熱期の品種に著しい障害

不稔が発生した。

本報告は,こ の試験において追肥による窒素多用が不稔

結 果 及 び 考 察

供試品種の基肥区玄米重と追肥区玄米重の関係を図 1に

示す。玄米重は108当 た り5019か ら600″にわたったが ,

追肥区の玄米重が明らかに多 く,そ の傾向は多収年 (1978

年 )よ りも顕著であり,全供試品種の平均で追肥区の方が

108当 たり54″ (14%)多 収であった。

追肥区が多収となった原因を調べるため,追肥 と不稔歩

合及び籾数の関係の解析を行った。

1980年冷害における障害不稔発生の特徴は, 8月 第 1半

旬 と第 4半旬に出穂したものに多く, 8月 10日 前後に出穂

したものに少ないという傾向であり,図 2に示 した供試品

種の不稔発生 も,ほぼ同様の傾向であったし

図 3に,出穂期分1に みた基肥区と追肥区の不稔歩合の関

係を示す。不稔歩合は,追肥区の方が高い場合 と低い場合

があり,各出穂期とも追肥区つまり窒素多用区の方が特に

不稔歩合が高いという傾向はみられなかった。

歩合及び玄米収量にどのように影響したかの実態を調査し

たものである。

材 料 及 び 方 法

前記試験に供試した84点の品種及び系統 (以後,単に供

試品種という)を用いた。

窒素施用量及び追肥月日を表 1に示す。追肥窒素は熟期

群ことに基準品種の幼穂形成期から3回 に分けてNK化成

で施用した。

不稔歩合は,株当たり3穂ずつ 3株の計 9穂を調査し,

籾数は不稔歩合調査の靭数と成熟期に調査した穂数から算

出した。

次に,追肥の開始時期と不稔歩合及び籾数の関係を図 4

に示す。追肥開始日の幼穂形成期前日数 (以後,単に幼形

前日数という)は ,各熟期群の基準品種との出穂期の差を

そのまま用いた。幼形前日数と基肥区.追肥区不稔歩合の
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図 1 基肥区と追肥区の玄米重の関係
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表 1 窒素施用量及び追肥月日
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図 2 出穂期と不稔歩合

図 3 出穂期別,基肥区と追肥区の
不稔歩合の比

差には弱い相関関係がみられるとともに, 幼形前日数が

正の時,追肥区不稔歩合の高い場合が多く,負の時,低い

場合が多かった。また,幼形前日数と基肥区―追肥区靭数

の差に相関関係がみられ,幼形前日数が多 くなるほど籾数

の増加が大きかった。この結果は,志賀らの報告・2すなわ

ち幼穂形成期ころの追肥は籾数を増加させるとともに不稔

発生の危険性 も高いが,止葉期の追肥では不稔発生の危険

性がほとんどないとする結果と一致する。

本調査の結果では,追肥開始時期が幼穂形成期より早い

時期に当たり不稔歩合が増加した場合でも,籾数増加によ

図 4 追肥開始日の幼穂形成期前日数と不稔歩合 ,

籾数の基肥区,追肥区の差

る増収効果の大きいことが確認された。

1980年の水稲生育は,生育前期の高温多照により著しく

促進 し,生育中期に窒素中WII的傾向があったことも,追肥

による増収効果を高めた一因と考えられる。

以上の結果から,冷害年には窒素施用量をひかえるとい

う従来の冷害対策技術の基本は必ずしも正しくないと言え

る。水稲の生育状況,窒素肥料の施用時期及び量などの関

係について,さ らに検討し,積極的な冷害対策技術が確立

される必要があると考えられる。
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